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1．液シン法による治療用226Ra線源の222Rnガス
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　治療用226Ra線源の定期的な222Rnガスの漏洩

試験は，放射線管理の上で重要である．われわれ

は，液体シンチレーション法による漏洩試験を検

討した．

　試験方法は，（A）線源をトルエン係シンチレー

タで洗浄し，洗浄液を測定する方法，（B）線源収

納容器内の空気をトルエン系シンチレータにバブ

ル・トラップする方法の2法によった．

　結果：（A）法では漏洩により線源表面に現在ま

でに付着した222Rnおよびその娘核種（214Pb，214Bi，

210Pb）の検出ができた．これより漏洩程度，漏洩経

過時間および漏洩源について推定できた．（B）法

では，汚染空気中の222Rnを高収率でトルエン系

シンチレータにトラップでき，222Rnの娘核種の

成長と222Rnの減衰が観測できた．222Rnのトル

エンへの分配比および吸引空気量を補正すること

により222Rnの空気中濃度を求めた．

　われわれのこの2法は，従来の方法に比べ，高

感度に漏洩を検知でき，さらに漏洩速度にっいて

も知見を得ることができた．

2．放射性医薬品中の不純核種
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　放射性医薬品中の不純核種の測定は，その品質

管理という点で重要である．前回の99mTc中の不

純核種測定について，今回その他のIn　vivo用核

種（1231，201Tl，1111n，67Ga，81mKr，133Xe，1311，

75Se）中の不純核種の測定をGe（Li）半導体検出器

によるγ線スペクトロメトリーにより行なった．

　結果：1231中には1241，1251，1261が混入しており，

201T1には202Tlが，1111nには1141nが混入してい

た．さらに，81Rb－81mKrジェネレータ中には83Rb

が混入しており，83mKrの放出があることを示し

た．99mTcの不純核種の結果もあわせて，各不純

物核種の由来について3種にわけて考察した．す

なわち，（A）ターゲット中の化学的不純物の核反

応によるもの（99mTc中の134Cs），（B）目的核種の

放射化学分離が不完全なもの（99mTc中の1311，

103Rn，140Ba），（C）他の安定同位体の核反応のた

めに同時生成する核種（124・125・1261，202Tl，114mIn，

83mKr）の3種に分類した．

3．核医学診療科外来における床表面汚染
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　核医学診療科外来管理区域内および境界におけ

る床表面汚染の測定ならびにその放射線管理にっ

いて検討した．

　方法としてスミヤ法と共にマットシートを管理

区域内および境界に敷いて0．5～10日ごとに取り

変え，一定の大きさに折りたたんだものをGe（Li）

半導体検出器にてエネルギー分析と共にその定量

を行なった．その結果，管理区域の境界では，ス

ミヤ法では検出できなかったのに対し，マットシ

ー トには99mTc，1311，1111nの汚染が認められた．

その表面汚染密度は法規で規制する許容表面密度

以下であった．管理区域内（RIの注射をする部屋）

のマットシートには99mTcは管理区域の境界より

もその汚染量が多かったのに対し，1311，1111nは

少なかった．99mTcは診断，1311は治療用として
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